平成１４年第Ⅲ四半期分　業種別の主な動向
　　　　　　　　　　　※　業種は寄与率（全体に与える影響）の大きい順に掲載
　　　　　　　　　　　※　ウエイトは10000分比で算出
＜生 産＞
上昇した主な業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期比(%)
前年同期 比(%)
寄与した主な品目

プラスチック製品工業

  341.6
123.5
18.5
8.6
機械器具部品など

輸送機械工業

　125.7
95.5
20.6
18.7
自動車ボデーなど

電気機械工業


 1157.6
201.1
5.8
26.6
集積回路など

低下した主な業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期比(%)
前年同期比(%)
寄与した主な品目

食料品工業

  387.4
77.4
▲3.3
▲0.9
乳製品など

繊維工業


  672.9
56.3
▲1.6
▲6.4
化繊・紡績など

＜在 庫＞
低下した主な業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期末比(%)
前年同期末比(%)
寄与した主な品目

繊維工業

  656.9
94.1
▲6.8
▲9.0
衣類など

パルプ・紙・紙加工品工業
  430.2
96.3
▲9.8
▲14.4
ダンボール･箱･袋など

化学工業

 2149.1
111.7
▲1.8
▲3.9
医薬品など

上昇した業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期末比(%)
前年同期末比(%)
寄与した主な品目

食料品工業

  573.5
111.5
6.9
1.0
飲料など

プラスチック製品工業

  654.3
90.3
5.4
▲2.9
日用品雑貨など

非鉄金属工業

  506.2
93.8
4.7
▲12.9
電線ケーブルなど

～～平成14年第Ⅲ四半期分～～

　　　　　　総合指数　　　　　　　　平成7年（1995年）＝１００、季節調整済

　14年Ⅲ期
前期（末）比(%)
前年同期（末）比（％）

生産指数
　　９９．７
    ３．５
      ７．９

在庫指数
　　８８．１
  ▲２．３
   ▲ ９．６

　注：数値は、小数点2位以下を四捨五入した形で表示してありますが、元の数値は2位以下の数

　　　があるため、計算したときに小数点1位で差異が出ることがあります。小数点２位以下の数値に

　　　　ついては、ＨＰ「とやま統計ワールド」で閲覧できます。
　生産指数（季節調整済指数）は99．7で、前期比3.5％増と、2期連続の上昇となった。

  　これは、13業種中、食料品工業、繊維工業など4業種が低下したものの、プラスチック製品工業、輸送機械工業、電気機械工業など9業種が上昇したためである。

  業種別では、プラスチック製品工業が機械器具部品の増により前期比18.5％増の123.5に、輸送機械工業が自動車ボデーの増により前期比20.6％増の95.5となった。また、電気機械工業が集積回路の増により前期比5.8％増の201.1となった。

　一方、食料品工業は乳製品の減により前期比▲3.3％減の77.4となった。

　また、前年同期比（原指数）は7.9％増と、2期連続の上昇となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主な業種の内訳は次ページ参照）

　在庫指数（季節調整済指数）は88.1で、前期末に比べ▲2.3％減となった。

　これは、13業種中、食料品工業、プラスチック製品工業など5業種が上昇したものの、繊維工業、パルプ・紙・紙加工品工業など8業種が低下したためである。

　また、前年同期末比（原指数）は▲9.6％の低下となった。
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指　数　の　動　き

富　山　県

全　　国

　　平成7年＝１００、季節調整済�

注：全国（確報）の生産指数は、富山県と同一の季節調整方法（Ｘ-11-

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）で算出しています。
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  ※　上記の生産と期末在庫の推移は、「在庫循環図（Ｐ６，７）」を参照
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